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１．はじめに 

軽井沢少年自然の家は、前身の軽井沢高原学校（昭和 31 年築）の改築として、昭和 55 年１月の基本

計画（10 か年）で建設が計画されました。その後、「軽井沢高原施設建設に関する基本方針（昭和 57 年

12 月）」を経て、昭和 58 年４月に「軽井沢高原施設建設基本構想」を策定しました。 

昭和 59 年３月の「教育と文化のまち千代田区宣言」の趣旨を踏まえ、「区立学校児童・生徒のため恵

まれた自然の中での体験を重視した新しい校外施設の充実」、「千代田区内の主として中小企業に勤める

従業員のための研修施設」、「区民の生涯学習・研修施設としての開放」など総合的な見地からなる改築

計画を実施計画（３か年）として策定しました。 

昭和 61 年６月、軽井沢少年自然の家（I 期施設）が竣工し、同年７月下旬の夏季施設（中学校）から

使用を開始しました。 

以降、移動教室（４月中旬）、自然体験教室（５月中旬、10 月下旬）、夏季施設（７月下旬～８月上旬）

等の宿泊施設として活用してきました。 

平成 28 年以降、老朽化や施設の設備が現代の生活様式に合っていない等の理由から、学校利用、社

会教育利用は行っていません。 

令和２年の予算・決算特別委員会で、「売却をせず、千代田の子どもたちのためになるよい施設とす

る」ことを確認し、令和３年度に外部の有識者や学校関係者等で構成する「軽井沢少年自然の家のあり

方検討協議会」（以下、「協議会」という。）を設置し、利活用方針を取りまとめました。令和４年度は利

活用方針の実現に向けて、「軽井沢少年自然の家のあり方基本構想策定委員会」（以下、「策定委員会」と

いう。）を設置し、施設に必要な機能や施設整備の方向性等の内容を検討し、「軽井沢少年自然の家のあ

り方基本構想」として取りまとめます。 
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軽井沢少年自然の家 

図 軽井沢少年自然の家の位置 
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２．軽井沢少年自然の家を取り巻く動向 

（１）利用状況 

〇平成 27 年度まで学校の宿泊行事、研修等で利用していましたが、年間 300 日以上は閉鎖してい

ました。 

【平成 27 年度までの利用事例】 

 〇移動教室（４月）   〇自然体験教室（５月・10 月） 〇夏季施設（７～８月） 

 〇日曜青年教室（７月） 〇教員研修 等 

 

図 年間宿泊人数と運営日数の推移 

出典：軽井沢少年自然の家 利活用の検討に係る調査報告書（平成 30 年） 

 

  

宿泊棟に設置された二段ベッド 食堂を兼ねたホール 

  

十分な広さのあるロビー 遊歩道が整備された外構部 

軽井沢少年自然の家の様子 
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（２）施設概要 

軽井沢少年自然の家の施設概況は以下に示すとおりです。 

表 軽井沢少年自然の家 概要 

項目 軽井沢少年自然の家 

住所 長野県北久郡軽井沢町大字長倉字横吹 2141 

竣工年 昭和 61 年 

敷地面積 16924.01 ㎡ 

延床面積 3388.47 ㎡ 

階数 ２階 

建物構造 ＲＣ構造 

客室数（収容人数） 25 室（270 名） 

付帯施設 大ホール（バレーコート１面） 

 

   

 

図 軽井沢少年自然の家の配置図  
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【参考：既存施設の諸室別面積 】 

※下記数値は配置図等から算出した面積であり、測定値ではありません。 

 

屋内 （参考）現在の面積 備考 

大ホール 450 ㎡ 【参考】バレーコート 162 ㎡ 

小ホール 80 ㎡ ・備品置き及び教職員の食事、会議室として利用 

厨房・食品庫 190 ㎡ ※食事場所は大ホール、小ホール 

浴場 110 ㎡ ・男女別 

宿泊部屋 
750 ㎡ ・16 人×15 部屋 

270 ㎡ ・引率用 3 人×10 部屋 

トイレ 210 ㎡ ・男女共同４箇所（A～C 棟、ロビー） 

その他 1,330 ㎡ 
・ロビー 
・廊下、階段、倉庫、機械電気室 

合計 
3,388.47 ㎡ 

（最大収容可能人数 270 名） 

 

屋外 （参考）現在の面積 備考 

舗装部分（駐車場） 2,000 ㎡ ― 

遊歩道部分（芝・樹木

がある部分） 
8,000 ㎡ ― 

中庭 280 ㎡ ― 

その他 3,000 ㎡ ― 

合計 13,280 ㎡ 
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① 建物 

〇軽井沢少年自然の家の建物は、経年劣化により一部に緊急を要する修繕事項が発生しています。 

〇軽井沢少年自然の家は、竣工後建物の大規模改修を行っておらず、公共施設の更新の考え方から、

今後 10～20 年のうちに建て替えの検討が必要です。 

 

【減価償却資産の法定耐用年数】 

・RC 造の減価償却資産の法定耐用年数（住宅用、寄宿舎用、宿泊所用、学校用又は体育館用のも

の)は、RC 造の場合、47 年です。この年数は物理的な耐用年数ではなく、税務上の減価償却費

を算出するためのものとなっています。 

出典：減価償却資産の耐用年数等に関する省令（昭和 40 年大蔵省第 15 号） 

【建物自体の耐用年数】 

・RC 造において、適切な維持管理が行われ、コンクリート及び鉄筋の強度が確保される場合は 70

～80 年程度、さらに技術的には 80～120 年程度もたせるような長寿命化が可能といわれていま

す。 

出典：建築物の耐久計画に関する考え方（昭和 63 年、社団法人日本建築学会） 

【公共施設の更新の考え方】 

・平成 24 年に総務省が示した公共施設の更新費用に関するレポートでは、公共施設の更新の考え

方として、60 年で建て替え、30 年で大規模改修すると示されています。 

出典：公共施設及びインフラ資産の将来の更新費用の比較分析に関する調査結果 

（平成 24 年 総務省自治財政局財務調査課） 

 

〇区では、老朽化が懸念される建物として築 30 年以上の建物に対し、順次大規模改修や改築を実

施しています。 

 

図 平成 29 年度 区有施設（建物）の建築年度別の分布  

軽井沢少年自然の家 

出典：千代田区公共施設等総合管理方針 
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② 設備 

〇建物には付属する設備があり、電気設備と機械設備の２つに大別されます。それぞれの減価償却

資産の法定耐用年数は以下のとおりです。 

〇閉鎖した平成 28 年以降も設備の修繕は行っていますが、給排水、防火・消火に関する設備に劣

化が生じています。また、排煙に関する一部設備について、現在の法令に適合するように新たに

整備が必要なものもあります。 

 

表 建物付属設備の減価償却資産の法定耐用年数 

項目 細目 耐用年数 

電気設備 

（照明設備を含む） 

蓄電池電源設備 6 

その他のもの 15 

機械設備 空気調和・換気設備 

給排水・衛生設備 

昇降機設備 

15 

出典：減価償却資産の耐用年数等に関する省令（昭和 40 年大蔵省第 15号） 

表 軽井沢少年自然の家 設備工事履歴 

 

冷房、暖

房、通風又

はボイラー

設備

給排水 衛生設備

0 1986年 ー ー ー ー 千代田区軽井沢少年自然の家　竣工

6 1992年 ○ 給温用ボイラー修繕工事

7 1993年 ○ 通路照明設置工事

○ 厨房用空調機温水コイル改修工事

○ 照明設備増設工事

10 1996年 ○ 小ホール冷暖房機設置他工事

○ 厨房給水管他改修工事

○ 厨房用空調機温水コイル改修工事

○ 機械室給湯管改修工事

○ 浄化槽流量調整ポンプ取替工事

○ 暖房用循環ポンプ改修他工事

12 1998年 ○ 汚水計量槽配管取替工事

14 2000年 ○ 1期施設浄化槽ポンプ取替工事

○ 浄化槽ブロワーポンプ分解・整備工事

○ 浄化槽改修工事

16 2002年 ○ 浄化槽改修工事

○ Ⅰ期施設浄化槽ろ材他改修工事

○ 大ホール照明安定器他取替工事

○ 大ホール照明器具改修工事

○ 浄化槽放流ポンプ他改修工事

○ 高圧ケーブル他改修工事

27 2013年 ○ 高圧電気設備更新工事

17 2003年

19 2005年

8 1994年

11 1997年

15 2001年

築年数 年代
電気

設備

機械設備

工事件名
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③ 立地 

〇軽井沢町には、都市計画法による制限と、長野県・軽井沢町の条例による制限がかけられており、

町の面積のほとんどが第一種低層住居専用地域に指定されています。第一種低層住居専用地域で

は、住宅、共同住宅、寄宿舎、図書館、幼稚園、小学校、中学校、高等学校、公衆浴場、老人ホ

ームなどの用途の建物は建築できますが、店舗、事務所、工場、ホテル・旅館などの用途の建物

は建築できません。 

〇軽井沢自然少年自然の家は、制限の上限に近い規模で建てられており、現状の規模以上の施設を

建てることはできません。 

 

表 軽井沢町全体に係る制限 

       軽井沢少年自然の家に係る建築制限 

 

※ [ ]内は軽井沢町の自然保護対策要綱による規制 

※ ( )内は建築基準法による規制 

 

表 軽井沢少年自然の家 施設の現況と建築制限の比較 

項目 軽井沢少年自然の家の状況 軽井沢少年自然の家に係る建築制限 

敷地面積 16924.01 ㎡  

延床面積 3388.47 ㎡  

建蔽率 18.6％ 20％ 

容積率 20％ 20％ 

建物の高さ 9.95ｍ 10ｍ以下 

建物後退 1.5ｍ以上（４ｍ） 1.5ｍ 

階数 ２階 階数２以下、地階なし 

建物構造 RC 構造 
主要構造部が木造・鉄骨造・CB 造に

類する構造であること 

付属・併設 大ホール 

隣地境界からフェンスまで、できる

限り後退し、十分な植栽を行い、騒

音の防止とプライバシーの保護に努

めること。 
  

（54 条） 
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（凡例） 

用途地域 

 近隣商業地域 

 第一種住居地域 

 第一種低層住居専用地域 

自然公園法に係る区域  上信越高原国立公園 

景観計画に係る区域 
 浅間山景観育成重点地域 

 長野県景観計画 

 

図 軽井沢町の土地利用条件 

  

３㎞ 

６㎞ 

９㎞ 

千代田区 
軽井沢少年自然の家 
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〇軽井沢少年自然の家は、三重式成層火山である浅間山の南麓に位置しています。 

 

 

（凡例） 

 大きな噴石が飛んでくる 

予測範囲 

 降下火砕物 

 火砕流 

 火砕サージ 

 

図 軽井沢町 浅間山大規模噴火のハザードマップ 

                 出典：軽井沢町ホームページ 

 

  

千代田区 
軽井沢少年自然の家 



10 

〇軽井沢少年自然の家の真向かいには、区内在住・在勤・在学者の生涯学習の研修や余暇のための施設

であるメレーズ軽井沢が立地しています。 

〇最寄り駅の「中軽井沢駅」から施設周辺までのバス路線は３系統あり、休日は一日 20 本程度運行し

ています。また、草津市からのバスも経由しており、多方面からのアクセスが可能です。 

〇500ｍ圏内には温泉施設があり、サイクリングコースとしても親しまれている「千メートル林道」、ク

リやミズナラ、カラマツなどが茂る国設の森である「野鳥の森」が位置しています。 

〇最寄りのスキー施設までは車で 30分以内、公共交通機関でも１時間以内のアクセスが可能です。 

 

図 軽井沢少年自然の家 周辺の様子 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

野鳥の森 
500ｍ 

１ｋｍ 

≪参考：メレーズ軽井沢≫ 

 平成５年に竣工したメレーズ軽井沢は、共同の浴

場と食堂があるパフリック棟と４つのコテージで構

成されています。 

 

共用部の様子 コテージの様子 
メレーズ軽井沢 配置図 

客室稼働率：18-28％（平成 28～平成 30 年度） 

宿泊定員数：45 人 

室数   ：全８室（パブリック棟（本館）内和室４室・コテージ４棟） 

凡例  

 
バス路線 

 主要な道路 
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（３）軽井沢町について 

①自然資源 

 

【地形：浅間山をはじめとした特有の自然環境】 

〇軽井沢町は、浅間山（標高 2,568ｍ）の南東斜面、標

高 900～1,000ｍ地点に広がる高原の町です。町のシ

ンボル的存在である浅間山は、日本を代表する三重

式成層活火山で、昭和 40 年代までは毎年のように噴

火活動を繰り返し、独特の風景を生み出してきまし

た。東から南にかけては、鼻曲山、留夫山、矢ヶ崎山、

八風山などの 1,000ｍ級の山々が連なり、これらの山

間を碓氷峠や入山峠、和美峠などが結んでいます。西

側はなだらかな傾斜が続き、佐久平へと続いていま

す。 

〇軽井沢高原の地形と地層を見ると、浅間山の南麓の

緩斜面で、噴出した火山礫や火山灰土が地表をおお

い、さらに地下には軽石層が厚く堆積しています。そ

のため、相当量の降水があっても、地下に浸透するた

め、さっぱりとした空気を感じることができます。 

  

【気候：真夏でも過ごしやすい気温】 

〇軽井沢町は真夏でも涼しい高冷地気候です。平成 24 年から令和３年までの 10 年間の各月の最高

気温の平均値を見ると、８月では東京都では 30 度を超えているのに対し、軽井沢町は 26 度程度

と過ごしやすい気候となっています。 

 

 

 

図 平成 24 年から令和３年までの 10 年間の最高気温の推移 

出典：気象庁   
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35

1月 2月 3月 4月 5月 6月 7月 8月 9月 10月 11月 12月

（度） 軽井沢町 東京都

軽井沢町の地理的特徴 
出典：国土地理院地図 

浅間山 白糸の滝 

竜返しの滝 

血の池 

豊かな自然資源 

出典：軽井沢町ホームページ 
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② 歴史・産業に関する資源 

【国際：国際親善都市としての認知】 

〇軽井沢町は宣教師によって保健と勉学の適地として見いだされ、町はその環境を守り続けてきま

した。その精神は現在にまで受け継がれ、軽井沢町民憲章として、軽井沢町の人々の根底を支え

ています。軽井沢町の現在まで残る風景や自然は、町の人々の心によって守られてきたものです。 

 

図 軽井沢町民憲章  

 

〇軽井沢町は、文化観光施設の整備を充実させ、外国人客の誘致を図るため、昭和 26 年に「軽井

沢国際親善文化観光都市建設法」を制定しました。これは、軽井沢町のみを対象とした法律であ

り、世界でまれに見る高原を持つ優れた保健休養地であり、国際親善に貢献する軽井沢の地域開

発について法的に規定したものです。 

以降、五輪競技会場への選定、国際アカデミー等の国際的なイベントの運営等、国際交流の場

として活用されています。 

 

【景観：歴史的景観の保全】 

〇軽井沢町は、かつて交通の要所として栄えた宿場町であり、現在も建物が残されています。 

その他、文学記念館や外務省の出張所を持っていたホテルなどが町内には多く残されています。 

〇そうした建物や自然のある美しい景観を守るために、景観条例等を制定しており、宿場町、外交

の地としての歴史を残しています。 

  

町指定重要文化財 旧スイス公使館 国指定重要文化財 旧三笠ホテル 

 

【産業：風土を生かした産業】 

〇軽井沢町の寒冷な気候で育てることができる「霜下野菜」をはじめとした農産業が発展しており、

産業体験や交流ができる施設も整備されています。  
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③ 教育・その他に関する資源  

〇軽井沢少年自然の家の周辺には、広いグラウンドや本格的なアイススケートができる施設を持っ

た公園や大学の研究機関等の教育機関があります。 

〇昭和 63 年に姉妹提携を結んでいる群馬県嬬恋村へも、車で 40 分程度でのアクセスが可能です。 

 

 

凡例 

■ 屋外運動施設 ■ 小・中・高等学校 

■ アクティビティ施設 ■ 大学関連施設 

■ スキー場 ● 美術館 

■ 屋内運動施設 ● 博物館・資料館・記念館等 

  〇 文化財等 

  ● その他施設 

 

図 軽井沢少年自然の家・周辺の主な公的施設・運動施設の配置状況  

３㎞ 

６㎞ 

９㎞ 

千代田区 

軽井沢少年自然の家 

12 ㎞ 
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番号 施設名 施設内機能

1 浅間ふれあい公園 グラウンド

2 長倉北公園 グラウンド

3 狩野公園 グラウンド

4 諏訪ノ森公園 グラウンド

5 軽井沢矢ケ崎公園 運動広場

6 湯川ふるさと公園 フットサル、緑地公園

7 軽井沢風越公園 通年型アイスリンク、屋外テニスコート、室内プー

8 風越夫婦石マレットゴルフ場 ゴルフ場

9 大日向運動場 軟式野球・ソフトボール　限定

10 やまゆり公園つどい広場 グラウンド

11 龍神の杜公園 グラウンド

12 雪窓公園 野球・多目的グラウンド

13 御代田町ヘルスパイオニアセンター フットサル場

14 軽井沢レイクガーデン 課外活動

15 軽井沢タリアセン テニスコート（有料）

16 軽井沢乗馬倶楽部 乗馬体験

17
アミーチアドベンチャー軽井沢 AMICI ADVENTURE

KARUIZAWA
ツリートレッキング

18 軽井沢あそびの森 ジップライン

19 アスレチック広場 ハイウェイオアシス パラダ トレッキング

20 アウルアドベンチャー スカイアスレチック

21 ライジングフィールド軽井沢 スカイアスレチック

22 ジップラインアドベンチャー軽井沢 ジップライン

23 軽井沢プリンスホテルスキー場

24 軽井沢スノーパーク

25 佐久スキーガーデン パラダ

26 南パラダ

27 高峰マウンテンパーク

28 御代田町Ｂ＆Ｇ海洋センター 体育館

29 軽井沢町屋内多目的運動場　体育館 体育館

屋
外
運
動
施
設

ア
ク
テ
ィ
ビ
テ
ィ

施
設

ス
キ
ー

場

屋
内

運
動
施
設
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番号 施設名 施設内機能

1 中野区少年自然の家

2 練馬区立少年自然の家

3 軽井沢風越学園

4 軽井沢中部小学校

5 軽井沢東部小学校

6 軽井沢西部小学校

7 UWC ISAK Japan

8 軽井沢高等学校

9 軽井沢中学校

10 日本女子大学 三泉寮

11 信州大学社会基盤研究所

12 立正大学 学園軽井沢研修所

13 立教女学院

14 千葉工業大学 山の家

15 東洋英和女学院追分寮

16 武蔵野音楽大学軽井沢高原研修センター

17 成城学園白樺荘

18 金城学院軽井沢スマイスハウス

19 日本大学 軽井沢研修所

20 共立女子学園研修センター軽井沢寮

21 青山学院高等部追分寮

22 早稲田大学軽井沢セミナーハウス

1 中央工学校南ヶ丘美術館・三五荘資料館

2 脇田美術館

3 小さな美術館 軽井沢草花館

4 セゾン現代美術館

5 ル ヴァン美術館

6 軽井沢絵本の森美術館

7 深沢紅子野の花美術館

8 ペイネ美術館

9 	田崎美術館

10 軽井沢現代美術館

11 トリックアートミュージアム軽井沢

12 	軽井沢ニューアートミュージアム

13 軽井沢千住博美術館

14 中山道69次資料館

15 室生犀星記念館

16 エルツおもちゃ博物館・軽井沢

17 旧近衛文麿別荘

18 軽井沢町歴史民俗資料館

19 堀辰雄文学記念館 文学記念館

20 軽井沢植物園　展示館

21 追分宿郷土館

22 浅間縄文ミュージアム 総合博物館

23 鬼押し出し園 ジオパーク

24 ショーハウス記念館 文化財

25  旧三笠ホテル 文化財

26 軽井沢大賀ホール

27 野鳥の森　ピッキオ 環境教育、エコツーリズムサポート

28 佐久市子ども未来館 科学館

美
術
館

博
物
館
・
資
料
館
・
記

念
館

文
化
財

等

そ
の
他

施
設

小
・
中
・
高
等
学
校

大
学
関
連
施
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【大学の研究機関とも協力した教育環境の充実】 

〇軽井沢町では、教育の交流、人材育成、地域教育環境の充実及び活力ある個性豊かな地域社会の

形成と発展のため、信州大学社会基盤研究所、学校法人軽井沢風越学園の３者間で覚書を締結し

ました。現在、互いに連携、協力して、教員研修や免許更新等の講習を行うなど、教員の利便性

向上のための体制、環境整備が進められています。 

 

 

【地域交流体験の場の充実】 

〇地域住民だけでなく、観光客や別荘地の住民にも軽井

沢町の農業を周知することを目的に軽井沢町と生産

者団体、JA 等が協力して軽井沢発地市庭を建設しま

した。「食をテーマにした新しい生活提案の場」として

つくられた高原野菜の直売所であり、そば打ち体験等

を通じて、軽井沢町の風景や暮らし方に触れることが

できます。 

〇軽井沢少年自然の家の最寄り駅である中軽井沢駅は、

平成 24 年に大規模改修により、「くつかけテラス」や

「中軽井沢図書館」が併設され、地域交流の拠点とな

っています。 

 

 

 

【製氷業に支えられた本格的なスポーツ環境の完備】 

〇気候や立地から、テニスコート・ゴルフ場の適地であり、スポーツ文化が発展しています。1964

年の東京オリンピックでは「総合馬術競技」の会場、1998 年の長野オリンピックでは「カーリン

グ競技」の会場と、夏・冬通じてオリンピック会場に選定されました。現在もテニスコートは民

間所有も含めて 24 か所程度、全国有数のゴルフ場を保有しています。 

〇製氷業が盛んであった歴史から、スケートが発展し、国際的にも広く認知されてきました。軽井

沢風越公園内には、通年カーリングができる「軽井沢アイスパーク」と国際公認の本格的な屋外

スケートリンクである「屋外スケートリンク」があります。 

   

軽井沢発地市庭 

出典：軽井沢発地市場ホームページ 

 

中軽井沢駅 
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３．軽井沢少年自然の家 利活用方針 

（１） 軽井沢少年自然の家の役割 

区では従前から、宿泊行事を通して「平素と異なる生活環境にあって、見聞を広め、自然や文化

などに親しむ体験」、「集団への所属感や連帯感の育成、望ましい人間関係づくり」等を目指してお

り、他地域との交流を通じて行事の充実を図ってきました。 

また、近年の教育動向をみると、ICT 教育や外国語教育が重視されており、区においてもこれら

の取組を推進しています。今後も、社会は変化し続け、その度に、新たな教育の取組が求められま

す。こうした時代の変化に柔軟に対応した取組や体験を実現できる環境と体制づくりが重要です。 

そこで、軽井沢町の多様な資源と、従前からの取組である宿泊行事、時代に応じて求められる教

育の取組をつなぎ、学習効果を高める役割を担う施設として、軽井沢少年自然の家の活用を検討し

ます。それぞれの取組を個々に実施するのではなく、横断的に実施することで取組の効果向上につ

なげ、児童・生徒の主体的な学習活動を促します。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

軽井沢町 宿泊行事 

（軽井沢町の特徴） 

〇夏でも過ごしやすく、千代田区にない自然

豊かな環境 

〇新幹線で都心から１時間程度でアクセス 

できる利便性の高い立地 

〇外国人の別荘地として親しまれてきた歴史 

〇スポーツ施設や大学等の教育機関の充実 

 

時代に応じた教育の取組 

〇社会の変化に応じて求められる教育の実施と環境整備 

〇新しい取組に対応できる人材の育成 

近年重視されている教育の取組 

（区の現在の取組） 

〇基本的な生活習慣や公衆道徳などについ

ての体験 

〇集団生活のあり方について考え実践 

〇互いを思いやり、共に協力し合うなど、

よりよい人間関係を形成 

軽井沢少年自然の家 
それぞれの取組の効果向上 

外国語教育 ICT 教育 

めざす子どもたちの姿：人と人とのつながりの中で生きる 

自分自身と向き合う 

新しい時代を生き抜く 

基 本 的 方 向 性   :１ 家庭と地域、学校（園）の共育力を向上させる 

２ 人権尊重の精神、豊かな人間性、思いやりの心を育む 

３ 学校（園）を楽しい学びの場にする  

４ これからの社会を生き抜く力を身につける  

５ 伝統文化を尊重し新たな文化を創造する 

千代田区共育ビジョン 
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（２） 軽井沢少年自然の家 利活用方針 

  

現状の振り返り 

体験学習の充実 
 

現状・課題のまとめ 

○ 自然体験をはじめとした体験学習は、引き

続き重視し、特別な体験をしたという感想

にとどまることのないよう、事前・事後の

学習、体験の発信を取り入れる等、その後

の生活へも生きるように学習の高度化を図

ることが必要 

○ 軽井沢町の環境を活かしつつ、様々な学習

につながる分野横断的なプログラムの実施

が必要 

 

○ 現代の生活様式と不適合な部分や衛生面に

問題がある箇所は、大規模な改修が必要 

○ 様々な体験学習が実現でき、軽井沢町の教

育機関等にも貢献できるように、新たな施

設の整備が必要 

○ バリアフリーや、ユニバーサルデザインへ

対応し誰もが利用しやすい施設への改善が

必要 

○ 広い屋外スペースを活用しつつ、軽井沢町

ならではの運動施設や教育機関と連携して

機能の拡大を図ることが必要 

時代に応じた教育の実現 
○ グローバル化、様々な技術革新等、千代田

区の子どもたちを取り巻く環境の変化に応

じて求められる教育に取り組むことが必要 

○ 近年重視されている、情報を適切に収集

し、自ら判断できる力を培う ICT 教育や

異文化や自国文化に対する理解を深め、主

体的にコミュニケーションがとれる外国語

教育の推進が必要 

○ 時代に応じた教育課題に対応できる教員の

育成や組織連携の推進が必要 

多様な活用が可能な 
施設への改善 

 

○現代の生活様式との不一致 
・築 30 年以上経過しており、建物の老朽化が懸念

されている 

・休館以降、継続して維持管理を行っているもの
の、継続利用が可能か不明 

・現在の生活様式との不適合や、衛生面の問題によ
り、学校利用がしづらい 

 

○ニーズに応じた柔軟な対応が必要 
・屋内は、多様な活動にも対応できるスペースが

求められている 

・屋外にある緑豊かな広場の有効活用が求められ
ている 

○町全体に対する厳しい建築制限 
・都市計画法による制限と、長野県・軽井沢町の

条例等による制限を受ける 

・現在は建築制限の上限に近い規模で建てられて
おり、現状以上の規模の建物は建設できない 

施設整備に関すること 
 

 

○軽井沢町の現状 
・軽井沢町は、夏でも過ごしやすく、自然豊かな

環境であり、多様な歴史的・文化的資源がある 

・大学の研究機関をはじめとした教育機関が集積
している 

・様々なウィンタースポーツができる公園等、大
規模な公園や多様な運動施設が立地している 

○国・都の教育動向 
・SDGｓ（持続可能な開発目標）の達成に向け、

全教育活動でカリキュラム・マネジメントを実
施している 

・「人生 100 年時代」や「Society5.0」といった
課題に対応できる人材の育成が求められている 

・一人ひとりに対応した ICT を活用した教育、グ
ローバル化への対応を推進しており、それに対
応できる教員の育成が求められている 

○千代田区の教育動向 
・GIGA スクール構想や国際理解教育を推進してい

る 

・体験を深める ICT 教育の充実、外国語教育の充
実、頭と体を使う自然体験等の体験活動の充
実、教員の実習、研修の実施が求められている 

活用方法に関すること 
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軽井沢少年自然の家 利活用の方針 

活用方針 

 

 

軽井沢町ならではの体験、 

時代に応じた教育課題への対応 

 

○軽井沢の自然環境を活かした体験学習の充

実と、社会の変化に応じた教育の実現を図

るため、特に、近年重視されている、ICT

教育、外国語教育の推進等、高度な取組を

実現する。 

○時代に応じた取組に対応できる教員を育成

するため、研修事業の充実を目指す。 

整備方針 

 
誰もが使いやすく柔軟に 

活用できる施設づくり 

○ユニバーサルデザインと区民のニーズに対

応した、誰もが安心・安全に活用できる宿

泊機能を整備する。 

○軽井沢町にある資源を活用することを前提

に、屋内外に必要な機能を効果的に配置す

る。 

軽井沢の資源の活用による 

高度な学習の実現 

 

軽井沢にある自然環境やスポーツ施

設、歴史といった多様な資源を活用

して学習の効果を高める 

充実した宿泊行事の実現 

 

宿泊行事の目的である、身辺自立や

人間関係の形成が図られるよう、過

ごしやすく、活用しやすい施設を提

供する 

時代に応じた学習の実現 

 

年齢、学習熟度に応じた、分野横断的

なプログラム、研修事業に対応する 

 

都心部の子どもたちにとって貴重な

自然体験学習の充実に加え、ICT 教

育や外国語教育といった社会の変化

に応じた学習を推進する 

軽井沢少年自然の家の役割 

軽井沢町の豊かな資源を活かした 

未来を担う人を育む 

体験学習の拠点づくり 

～持続可能な社会の実現をめざして～ 
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４．活用方針実現のための取組 

（１）軽井沢少年自然の家における活動の展開の考え方 

「軽井沢少年自然の家活用の方針」の実現に向け、多様なプログラムの実施を可能とします。 

また、宿泊行事の限られた期間にとどまらず、学年、学校の枠を超えた長期間での学習プログラム

の実施も考えられます。 

 

① 軽井沢町の多様な資源を生かした展開 

軽井沢町には、前述のとおり、千代田区から一時間程度の移動時間でありながら、浅間山をは

じめとした特有の自然があります。 

軽井沢町の環境や多様な資源を活用、連携しながら、千代田区らしさを再認識できる取組を展

開します。また、軽井沢町の歴史・文化への理解を深めつつ、多様性の理解を進められるよう、

プログラムを構築します。 

さらに、軽井沢町の教育機関や地域の方々との交流を通じ、自身の考えを発信、相手の考えを

受け入れることで他者理解、自己理解を深める取組を取り入れます。 

 

② 持続可能な社会の実現を目指した展開 

軽井沢少年自然の家での取組を、宿泊事業という短期間で完結させず、小学校から中学校に至

るまで一貫したテーマを設ける等、長期間に渡る学習過程の 1 つとして軽井沢少年自然の家で

の取組を位置づけます。 

特別な体験をしたという感想にとどまることがないよう、普段の学習で得た知識や成果を軽

井沢少年の自然の家で試すことができるようなプログラムを実施し、段階的に取組を深めてい

きます。 

 

③ 各学校の特色に応じた展開 

軽井沢町ならではの体験学習や時代に応じた教育課題への対応といった活用方針に掲げる事

項を共通事項としつつ、各校が行うプログラムは、各校の特色に応じて選択します。 

また、プログラムの検討に当たっては、千代田区内にある大学をはじめとした教育機関とも相

互に連携協力し、プログラムの充実を図ります。さらに、これまで実施してきた嬬恋村での自然

体験交流教室を継続・発展させることで、勤労の精神、豊かな心や社会性の育成といった情操教

育を推進していきます。 
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ICT や外国語を取り入れた活動 

⑤ 軽井沢町の施設、資源を 

   活用した歴史・産業学習 

③ チームのパフォーマンス

を高めるチームビルディ

ングを目的とした活動 

⑥ 教員育成や部活動などの 

宿泊研修・合宿 

② 校外学習ならではの 

体験活動 

① 軽井沢町の豊かな 

自然環境を活かした 

自然体験・環境学習 

④ 軽井沢町や海外等の 

多様な主体との交流活動 

（２）プログラムの視点 

軽井沢少年自然の家で行うプログラムを検討するに当たり、区民ニーズ等を把握するため、区立学校

に通学する児童・生徒の保護者（以下、「保護者」という。）、区立学校の教職員（以下、「教職員」とい

う。）に対してアンケート調査を行い、実現が期待されるプログラムの視点を整理しました。なお、具体

のプログラムの検討に当たっては、ICT や外国語を各活動に積極的に取り入れていきます。 
 

 

 

 

  

令和３年
協議会・
令和４年
策定委員
会での主
な意見 

保護者 
アンケート 
の主な意見 

教職員の 
主な意見 

○軽井沢にある自然環境やスポーツ施

設、歴史資源の活用 

○子どもたちにとって貴重な自然体験学

習の充実 

○ICT 教育や外国語教育といった社会の

変化に応じた学習を推進 

○教員育成のための研修事業の充実 

○軽井沢町をはじめ、周辺の自治体や教

育機関とも連携したリカレント教育、

生涯学習への活用 

○周囲と協力する力、冒険心、探求心

を身に付ける 

○集団生活での行動や時間遵守の力 

○自然体験活動 

○校外学習ならではの環境を活かした

体験 

○英語に特化、活用した取組 

○子どもが自主的に行動計画を立て、

実施する班別行動学習 

○チームビルディングの取組 

○分野横断的な英語の活用 

○オンラインも活用した海外や地域、

他の学校等との交流活動 

○現地の方との交流を兼ねた出前講座 

○天体観測や自然観察、キャンプ、野

外活動 

○施設内における親睦を深め、達成感

を体験できる取組の充実 

○ICT を活用した学習 

○合宿、研修事業の充実 

○部活動合宿やスキー等の運動、レク

リエーションの活動 

○自然を生かしたオリエンテーリング

の実施 

■ 各関係者の意見 ■プログラムの視点 
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５．整備方針実現のための取組 

多様なプログラムの実現に向けて、ICT 環境をはじめとした、施設の整備が必要です。緑豊かな環境

である屋外のさらなる活用を図りつつ、千代田区の子どもたちにとって充実した宿泊行事になるよう屋

内の施設を整備します。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

○ 段差を無くし、誰もが利用しやすい仕様 

○ 宿泊者の安全を確保するセキュリティ、鳥獣対策を実施 

○ オープンでフレキシブルな活用を可能にし、ICT 環境を完備 

 

 

体験活動の充実 

○ 自然を感じられ、校外施設ならではの体

験ができる空間の整備 

 

整備方針 

 誰もが使いやすく柔軟に活用できる施設 
○ユニバーサルデザインと区民のニーズに対応した、誰もが安心・安全に活用でき

る宿泊機能を整備する。 

○軽井沢町にある資源を活用することを前提に、屋内外に必要な機能を効果的に配

置する。 

 

屋外施設  

 

学校利用を第一に考えた施設整備 

○ 自然環境を感じながら過ごせるよう配慮

しつつ屋内外の連動を確保 

○ 施設全体に死角がなく、目が行き届く環

境の整備 

○ 環境適応が困難な児童・生徒が安心でき

る空間の確保 

○ 軽井沢の気候に対応した冷暖房の完備 

 

安全・安心に過ごせる宿泊機能の整備 

○ 現代の生活様式に対応し、十分に休養で

きる環境の整備 

 

プログラム実現に向けた整備 

○ 人数や活動内容に応じてフレキシブルに

活用できるような諸室の整備 

○ 活動に必要な音響設備、防音の整備 

 

屋内施設 

敷地全体 
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６．必要な機能の整理 
６－１ 機能の整理 

プログラムの実現と整備方針の実現に当たっては、以下のような機能が必要と考えられます。 

 
必要な機能 

現状の課題・ 

要望 
会議での主な意見 

活
動
に
必
要
な
機
能 

大
ホ
ー
ル 

・１学年程度の大人数での活動

ができるスペース 

（チームビルディング、部活動、

地元の学校等との交流活動 

等） 

・食堂と併用し

ており、衛生

面が懸念 

・オリエンテーション等のグループ

活動や全員が集まって集会ができ

る場所が必要 

中
ホ
ー
ル 

・１学級程度の人数で活動がで

きるスペース（地域との交流

活動、勉強合宿、研修事業 

等） 

－ 

・自由に移動できるような備品を整

備 

・勉強合宿では、小規模な単位で活動

できる部屋や仕切りがあるとよい 

ワ
ー
ク
ス
ペ
ー
ス 

・４～６名程度の少人数でグル

ープ活動ができるスペース 

（班別行動学習、ワークショッ

プ 等） 

－ 

・小さな部屋に区切らず、オープンで

リラックスしたフレキシブルに使

える広い空間を活用していく 

野
外
活
動 

・飯盒炊さん、キャンプ、オリエ

ンテーリング、運動場 等 

・プロジェクトアドベンチャー 

・周辺に大規模

な公園や運動

場が立地して

おり、活用の

可能性 

・屋内と屋外の連動性が確保できる

とよい 

・自然の中にグループで活動できる

ようなスペースがあるとよい 

宿
泊
に
必
要
な
機
能 

宿
泊
部
屋 

・安全性の確保 

・学習活動などにも柔軟に活用

が可能 

・高さのある二

段ベッドのた

め落下の危険

性がある 

・現状の建物のコンセプトが現代と

不一致、生活する上でのストレスが

減るとよい 

・医療的ケアが必要な子どもの宿泊

にもある程度対応できる部屋があ

るとよい 

・児童・生徒はもちろん、引率教員等

が十分な休養がとれる施設を確保 

ト
イ
レ 

・多様性への配慮 ・男女別になっ

ていない 

・各宿泊部屋に設けるとともに、共同

のトイレもあった方がよい 

洗
面
台 

・宿泊人数に見合った規模の確

保 － 
・各宿泊部屋に設けるとともに、共同

の洗面台もあった方がよい 

浴
場 

・多様性への配慮 

・宿泊可能人数に見合った規模

の確保 

・複数校・集団

で宿泊時の運

用が困難 

・引率教員や事情のある子どもたち

もスムーズに入浴できるような施

設（小浴場・シャワーブースなど）

が必要 

飲
食 

・衛生面の確保 

・宿泊可能人数に見合った規模

の確保 

・体育館と併用

しており、衛

生面が懸念 

・食堂とホールの分離は、実現できる

とよい 

そ
の
他 

・備品等を管理するためのスペ

ースを必要に応じて配置 

・Wi-Fi等通信環境の整備 

・施設全体のバリアフリー化 

－ 

・発表や情報共有ができるスペース

が必要 

・施設全体に死角がないようにしつ

つ、環境適応が困難な児童・生徒が

安心できるような空間の確保 
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６－２ 想定される利用人数 

各機能の整備方針を検討するに当たり、想定される利用人数を以下のとおり想定しています。千

代田区内の学級編制等から、部屋数や各部屋の定員数を検討していきます。 

想定する 

利用人数 

想定宿泊人数 170 名 

最大収容可能人数 225 名程度 

・児童・生徒   ：160 名（１校での利用を前提、１学年の人数が最も   
多い九段中等教育学校を想定） 

・引率の教員等 ：10 名 

※部屋数不足の場合は、メレーズ軽井沢の活用も検討 

※児童・生徒数の少ない学校は２校合同で利用する場合も考えられる 

 

【参考：千代田区内の小・中・中等教育学校別 学級数 一覧（令和４年５月１日現在）】 

※ 中等教育学校…一つの学校として，一体的に中高一貫教育を行うもの 

 

[小学校］

1 2 3 4 5 6
学級数 3 4 3 3 3 3 19

児童数 84 106 98 108 84 91 571

学級数 3 3 3 3 2 3 17

児童数 75 90 87 88 69 91 500

学級数 3 2 3 2 2 2 14

児童数 78 62 75 66 69 72 422

学級数 2 3 3 3 2 2 15

児童数 71 99 84 84 81 68 487

学級数 2 2 2 2 1 2 11

児童数 58 59 47 50 35 54 303

学級数 2 2 2 2 2 2 12

児童数 48 61 55 56 44 47 311

学級数 2 2 1 2 1 1 9

児童数 45 54 33 48 33 41 254

学級数 3 2 2 2 2 2 13

児童数 74 68 64 55 53 45 359

[中学校]

1 2 3

学級数 4 5 6 15

生徒数 129 163 239 531

学級数 3 3 2 8

生徒数 90 88 53 231

[中等教育学校］

1 2 3 4 5 6

学級数 4 4 4 4 4 4 24

生徒数 161 158 159 151 149 147 925

学  校  名

九段中等教育学校

学年
計

麹　町　小　学　校

九  段　小　学　校

学年
計

番　町　小　学　校

富　士　見　小　学　校

（特別支援学級　知的障害 １学級含む）

お 茶 の 水 小  学　校

学  校  名

麹 町 中 学 校 

神田一橋中学校

千　代　田　小  学　校

（特別支援学級　知的障害 ４学級含む）

昌  平  小　学　校

学 校 名

和  泉  小　学　校

学年
計
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６－３ 活動に必要な機能別の内容 

会議での意見やプログラムの視点等を踏まえ、各機能別の具体的な整備方針を整理しました。 

 

（１）大ホール・中ホール 

【整備方針】 

〇大ホール・中ホールは、学級やグループでの活動も可能となるよう、間仕切り等で分割できる仕様

を取り入れることで、必要な室数、面積を確保する。ディスカッションやプレゼンテーションを効

果的に実施できるよう、ICT 環境、音響設備を整備し、学習の高度化を実現する。 

〇大ホールは、１学年程度の人数で全体集会や、チームビルディングを目的としたレクリエーショ

ン、雨天時に屋内でスポーツをすることができるよう、500 ㎡程度を確保する。 

〇中ホールは、グル―プの規模や活動内容に合わせて自由に移動できる可動式の備品の配置等によ

り、フレキシブルな活用を可能にする。 

 

 

  

【整備イメージ】 

 

 

 

 

 

 

 

 

   

ICT環境を完備した運動できるスペース 可動式の間仕切り ICT環境を完備した運動できる大ホール 大ホールを分析できる間仕切り 

研修事業、複数のグループに分かれての作業ができる中ホール 

場面に応じて自由に 

レイアウトできる備品 

ICT環境を完備した運動できるスペース 可動式の間仕切り 

場面に応じて自由に 

レイアウトできる備品 研修事業、複数のグループに分かれての作業ができる中ホール 

出典：千代田区立九段中等教育学校 HP 

出典：千代田区立九段中等 教育

学校 HP 

ICT環境を完備した運動できる大ホール 

出典：横浜市少年自然の家 

赤城林間学園 

大ホールを分割できる間仕切り 
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（３）ワークスペース 

【整備方針】 

〇個別に部屋を設けず、オープンスペースとして整備し、リラックスした空間で多様な使い方がで

きる面積を確保する。 

〇４～６名のグループワークの実施、多様な人と交流できる機会を創出し、コミュニケ―ション力

を養う。 

〇複数人で利用できるスペースに加え、一人で集中して取り組めるスペースを確保し、個別最適な

学びと協働的な学びを実現する。 

 
出典：「新しい時代の学びを実現する学校施設の在り方について」最終報告（文部科学省） 

（４）屋外 

【整備方針】 

〇１学年程度の人数が、飯盒炊さん、キャンプ等の活動やプロジェクトアドベンチャー等ができる

面積を確保し、整備する。 

〇軽井沢町の自然環境を活かし、安全性、視認性を確保しつつ、屋外でもグループ活動ができるよう

な設備を設ける。また、屋内と屋外が連動して活動できるような設備を設ける。 

  

【整備イメージ】 

 

【整備イメージ】 

自由な使い方ができるオープンスペース 個別・グループでも活用可能 

プロジェクトアドベンチャー 

屋外でもグループ活動ができる施設 

野外炊飯施設 

出典：千葉市少年自然の家 

屋内と屋外の連動を可能にする施設 

出典：新たな学校施設づくりのアイディア集 ～充実した教育

活動と豊かな学校生活のために～」（文部科学省） 
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６－４ 宿泊に必要な機能別の内容 

（１）宿泊部屋 

【整備方針】 

〇宿泊規模に応じた室数の確保を前提とし、児童・生徒一人ひとりの事情に対応して、快適に過ごせ

るよう、高水準なバリアフリーをはじめ、多様な部屋を設置する。 

〇建築制限を考慮しつつ、各部屋の宿泊定員や面積は、児童・生徒が過ごしやすいように留意する。 

〇安全性、衛生面を確保しつつ、部屋に小規模な洗面台とトイレを配置する。 

〇引率用の部屋は、児童・生徒の体調や要望に合わせて部屋を提供することも考慮し、スムーズな学

校運用ができるよう、２人程度の定員数を想定した必要室数を確保する。 

 

出典：ガイドライン（高齢者、障害者等の円滑な移動等に配慮した建築設計標準）（国土交通省） 

ホテル又は旅館における高齢者、障害者等の円滑な移動等に配慮した建築設計標準（追補版）(平成 30 年度)（国土交通省） 

  

【整備イメージ】 

 

 

 
 

 

引率教員が利用する少人数の部屋 バリアフリーに配慮した部屋 

多様な形態の宿泊部屋 

出典：千葉市少年自然の家 
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（２）トイレ 

【整備方針】 

〇一人ひとりが快適に過ごすことができるよう、宿泊定員に応じ、男子、女子、多機能トイレを必要

数配置する。 

〇多様性に配慮し、男女問わず全個室とし、多機能トイレは車椅子でも利用可能な面積を確保する。 

 
 出典：「ガイドライン（高齢者、障害者等の円滑な移動等に配慮した建築設計標準）」（国土交通省） 

（３）洗面所 

【整備方針】 

〇新型コロナウイルス感染拡大防止に配慮しつつ、円滑な学校運用のため、共同の洗面所を設ける。 

  

【整備イメージ】 
 

 
   

【整備イメージ】 

 

 
 

 

男女別のトイレの設置 

多機能トイレの設置 

トイレの全個室化 

出典：学校のトイレ研究会 

身体的距離を保ちつつ利用可能な洗面所 

出典：国立淡路青少年交流の家 
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（４）浴場 

【整備方針】 

〇円滑な学校運用を実現しつつ、全員が快適に入浴できるよう、少なくとも 20～30 名が同時に入浴

できる規模の入浴設備を男女別に設ける。 

〇個々の事情に対応できるよう、高水準なバリアフリーに対応した小浴場やシャワールームなどを

設置する。 

 

 

（５）飲食 

【整備方針】 

〇食堂は他の機能と兼用せず、専用の施設として整備する。 

〇アレルギーや宗教上の制限等に対応し、楽しく食事ができる環境を整備する。 

  

【整備イメージ】 

 

 
 

 

【整備イメージ】 
 

 
   

脱衣所のあるシャワー室 バリアフリーに対応した小浴場・シャワー室 

出典：倉敷市少年自然の家 HP 

十分な広さが確保された浴室 

出典：千葉市少年自然の家 出典：砺波少年自然の家 

様々なケース・人数に対応可能な配置 

出典：富山県呉羽青少年自然の家 HP 

バイキング方式 カフェテリア形式 
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６－５ その他 

【整備方針】 

〇施設の維持管理、運営のために必要な諸室や活動に必要な備品等を管理するための倉庫などを適

切に配置する。 

〇限られた面積を有効活用するため、廊下や階段（階段下）などの空間の活用も工夫する。 

 

出典：新たな学校施設づくりのアイディア集 ～充実した教育活動と豊かな学校生活のために～」（文部科学省） 

 

  

【整備イメージ】 

 

 

 
 

 

ホールとしても活用できる階段 デッドスペースの有効活用 
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７．想定される運営 

様々な自然体験活動や地域の特性を活かした活動などを通して、利活用方針の実現や生涯学習の振興

を推進し、子どもたちだけでなく区民や周辺の地域住民に親しまれる施設となるよう、適切な管理運営

を行う必要があります。ここでは、想定される年間スケジュールや一日の活動予定などを例示します。 

 

（１）想定されるスケジュール等 

各学校が希望する利用スケジュールを把握し、区立学校利用を優先としつつ、区民、地域等にも開

放して、通年利用を図ります。 

また、宿泊行事や研修等とは別に、子どもたちを対象とした英語教育やプログラミング教室、区

民・周辺住民向けのリカレント教育といった個別のプログラムも検討します。 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

 

 

  

想定される活用例 

春期 

学校利用（移動教室、自然体験教室）、

教員研修、その他個別プログラム等 

区民利用、企業での宿泊研修等 

夏期 

学校利用（夏季施設）、勉強合宿、部

活動合宿、教員研修、サマーキャンプ、

その他個別プログラム等 

日曜青年教室 

区民利用、地域での利用等 

秋期 

学校利用（移動教室、自然体験教室）、

その他個別プログラム等 

区民利用、生涯学習、ゼミ合宿等 

冬期 

学校利用（スキー教室）、その他個別

プログラム等 

区民利用等 

 

以前の年間の活用例 

春期 
学校利用（移動教室、自然体験教室） 

教員研修 

夏期 

学校利用（夏季施設） 

教員研修 

日曜青年教室 

秋期 学校利用（自然体験教室） 

冬期 スキー教室＜川崎市＞ 

 

移動教室・自然体験教室 

宿泊研修 
出典：image: Freepik.com 

 

サークル・合宿利用 

野外活動 

学校利用 
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なお、宿泊行事での一般的な１日のスケジュールを例示します。 

 

時刻 分 活動内容 

６：00 ― 
起床 

 ▸着替え、身辺整理 

施設内 

６：30 20 分 

朝会 

 ▸朝の挨拶 

 ▸教員挨拶 

 ▸体操、ストレッチ 等 

６：50 10 分 食事準備 

７：00 40 分 朝食 

７：40 50 分 
朝食片付け、移動準備 

▸歯磨き、荷物整理、水筒準備 等 
    

８：30 45 分 移動 

施設外 

９：15 195 分 屋外活動①（体験活動、施設見学等） 

12：30 20 分 昼食 

12：50 10 分 昼食片付け 

13：00 60 分 屋外活動②（散策 等） 

14：00 30 分 移動 

14：30 60 分 屋外活動③（文化財鑑賞 等） 

15：30 30 分 移動 

16：00 60 分 宿舎到着、自由時間 

    

17：00 60 分 入浴（各学級 15分程度） 

施設内 

18：00 15 分 食事準備 

18：15 30 分 夕食 

18：45 15 分 食事片付け 

19：00 60 分 レクリエーション、学習会、１日の振り返りなど 

20：00 20 分 レクリエーション片付け 

20：20 20 分 室長会議、就寝準備 

20：40 20 分 連絡など、確認事項 

21：00 ― 就寝 
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８．施設整備について 

８－１ 施設の整備パターンの整理・検討 
 

（１）施設の整備パターンの検討 

検討結果を踏まえ、施設の整備に当たって必要な視点を整理し、次項に示す４つの整備について

検討しました。 

なお、施設の整備に当たっては、建物の省エネルギー化や再生可能エネルギー設備の設置、木材な

ど CO2 排出量が少ない資材（ローカーボン資材）の活用など、気候変動対策に寄与する取組を推進

していきます。 

さらに、再生可能エネルギー利用の見える化や、食品ロスなどの物を無駄にせず循環する社会の

実現に向けた取組など、子どもたちの SDGs 教育につながる設備等の設置を検討します。 

 

 

必要な視点 具体的な内容 

屋内 

フレキシビリティの 

充実 

・大人数で多様な活動ができるようなスペースと、規模に応じて

活用方法を変えられるスペース 

・活動を深めるための ICT 環境 

・どこでも学習できるような流動的な環境 

学校利用のしやすさ ・全体を見通すことができる構造 

宿泊機能の充実 ・宿泊者全員が快適に休養、食事、入浴が可能 

屋外 屋外環境の有効活用 ・屋内と屋外の活動が連動するような仕組み 

 

 

軽井沢少年自然の家 配置概要図 

 

中庭
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項目 案１ 案２ 

屋内 解体し新築 
宿泊棟と管理棟を解体し新築、 

サービス棟は既存施設活用 

屋外 
１クラス程度が運動できるスペースを 

確保し、活動しやすいよう整備 

１クラス程度が活動できる 

広さを確保の上、活動しやすいよう整備 

特徴 

・活用可能となるまでに、他の案と比べて最も期

間が必要。 

・建物の維持管理コストが減少。 

・必要に応じて、近隣住民等への説明等が求めら

れる。 

・サービス棟（大ホール、小ホール、食堂、浴場）

は改修の上、必要な機能を追加。 

・既存施設を一部活用するため、比較的早く利用

が可能。 

・建物の維持管理コストが一部減少。 

・既存の施設について、今後 10 年以内に再度建

替えについて検討が必要。 

・必要に応じて、近隣住民等への説明等が求めら

れる。 

・建築当時からの法改正などにより未整備とな

っている排煙設備の整備が必要。 

フレキシビリティの

充実 

○子どもたちのニーズ、今後の教育課題を見据

えた十分な整備が可能。 

○ICT 環境の充実した整備が可能。 

○子どもたちのニーズ、今後の教育課題を見据

えた整備が一部可能。 

△既存の設備を一部利用するため、間取り、設

備に一部制限が生じる。 

△施設形状によっては、通信性能や ICT 環境の

整備に一部制限が生じる。 

学校利用のしや

すさ 

○教職員の視点や、今後実現を目指すプログラ

ムの運営を考慮した動線の確保等が可能。 

○宿泊棟について、教職員の視点を生かした整

備が可能。 

宿泊機能の充実 

○想定する宿泊規模に応じた入浴、飲食スペース

の整備が可能。 

○個々の事情に対応した小浴場やシャワールー

ムの設置が可能。 

○宿泊棟は、安全面、使いやすさを向上した形に

整備可能。 

△飲食スペースがやや手狭になる可能性や、大

ホールのスペースが縮小する場合がある。 

△十分な規模の入浴スペースの整備が困難で、

運用に課題が残る。 

△個々の事情に対応した入浴スペースの設置は

困難。 

屋外環境の有効

活用 

○屋内施設との一体的な整備や、他の案と比べ

て広いスペースの確保が可能。 

△樹木などの取り扱いについて条例上の配慮が

必要。 

△屋外施設の維持管理のコストが増加。 

○屋内施設との一体的な整備が可能。 

△樹木などの取り扱いについて条例上の配慮が

必要。 

△屋外施設の維持管理のコストが増加。 

整備 
イメージ 

 

■ 新築部分 

■ 既存施設活

用部分 
 

  

 

中野区 
少年自然の 

家 

駐車場 

民家 

民家 

キャンプ場等 

プロジェクト 

アドベンチャーなど 

中野区 
少年自然の 

家 

駐車場 

民家 

民家 

キャンプ場等 

プロジェクト 
アドベンチャーなど 
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案３ 案４ 

サービス棟と管理棟を解体し新築、 

宿泊棟は既存施設活用 
既存施設活用 

１クラス程度が活動できる 

広さを確保の上、活動しやすいよう整備 

体験活動ができる施設を設置し、 

運動しやすいよう整備 

・宿泊棟は改修し、必要な機能を追加する。 

・既存施設を一部活用するため、比較的早く利用が可能。 

・建物の維持管理コストが一部減少。 

・既存の施設について、今後 10 年以内に再度建替えにつ

いて検討が必要。 

・必要に応じて、近隣住民等への説明等が求められる。  

・全体のバリアフリー化、一部外構部の老朽化等、最低限の改

修を行い、既存施設を活用して必要な機能を取り入れる。 

・既存施設を活用するため、早く利用が可能。 

・施設全体が劣化しているため、定期的に修繕が必要であ

り、他の案と比べ最も建物の維持管理コストがかかる。 

・既存の施設について、今後 10 年以内に再度建替えにつ

いて検討が必要。 

・建築当時からの法改正などにより未整備となっている

排煙設備の整備が必要。 

○子どもたちのニーズ、今後の教育課題を見据えた整備が

一部可能。 

△既存の設備を一部利用するため、間取り、設備に制限が

生じる。 

△施設形状によっては、通信性能や ICT 環境の整備に一

部制限が生じる。 

△既存の設備を利用するため、間取り、設備に制限が生じ

る。 

△立地条件や施設形状によっては、通信性能や ICT 環境

の整備に一部制限が生じる。 

○食堂とホールを分離し、浴場の差異をなくすなど、現状

の課題を解決。 

△宿泊部の見通しの悪さは改善できない。 

△見通しの悪さやデッドスペースが多いままとなる。 

△グループ活動や学習活動がしにくく、実施できるプログ

ラムに制限が生じる。 

〇飲食スペースや、入浴スペースのある程度の規模の確保

が可能。 

○個々の事情に対応した小浴場やシャワールームの設置

が可能。 

△宿泊棟は現状のままのため、安全面、使いやすさの向上

が難しい。 

△飲食スペースがやや手狭になる可能性がある。 

△宿泊棟は現状のままのため、安全面、使いやすさの向上

が難しい。 

△十分な規模の入浴スペースの整備が困難で、運用に課題

が残る。 

△個々の事情に対応した入浴スペースの設置は困難。 

△樹木などの取り扱いについて条例上の配慮が必要。 

△現状よりも広いスペースを確保することが困難。 

○現状の動植物を保全しつつ活用が可能。 

△現状よりも広いスペースを確保することが困難。 

 

 

中野区 
少年自然の 

家 

中野区 
少年自然の 

家 

駐車場 駐車場 

中庭 中庭 

民家 

民家 

民家 

民家 

プロジェクト 
アドベンチャーなど 

プロジェクト 

アドベンチャーなど 

民家 
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（２）整備パターン別のコスト試算 

整備手法の検討のため、各案別の建設費などを把握するため、国交省が提示している資料などを用い

て、コスト試算を行っています。なお、案１及び案４については、既存施設の面積を用いた算定とし、

案２及び案３については、面積は実測値ではなく、ｐ４に示した数値を用いて算出しています。 

また、この試算は事業手法の検討のために用いるものであり、具体に事業を進めていく際にはあらた

めて詳細な設計を実施し、試算を行う必要があります。 

初期費用は、案１が最も高くなりますが、施設に係る維持管理費は最も安くなる想定です。また、既

存施設は築 36 年（令和３年時点）のため、案２、案３、案４の場合は、今後 10～20 年のうちに建て替

えの検討が必要である点も考慮しなければなりません。 

【初期費用】 

項目 案１ 案２ 案３ 案４ 

パターン 

概要 
解体し新築 

宿泊棟と管理棟を 

解体し新築、 

サービス棟は既存

施設活用 

サービス棟と管理棟

を解体し新築、宿泊

棟は既存施設活用 

既存施設活用 

建

替

え

費

用 

解体費※１ 
175 百万円

（3,388.47 ㎡） 

267 百万円 

（2,560 ㎡） 

111 百万円 

（2,160 ㎡） 
- 

新築費※２ 
1,706 百万円 

（3,388.47 ㎡） 

1,298 百万円 

（2,560 ㎡） 

1,099 百万円 

（2,160 ㎡） 
- 

改修費※３ - 
277 百万円 

（830 ㎡） 

366 百万円 

（1,230 ㎡） 

962 百万円 

（3,388.47 ㎡） 

合計 1,881 百万円  1,697 百万円 1,576 百万円 962 百万円 

※１ 解体費は、公共施設等の解体撤去事業に関する調査結果（総務省自治財政局地方債課 平成 25 年 12 月）」の教育関係施設に関

する値を用いて算出しています。 

※２ 新築費は、「令和３年版 建築着工統計（長野県）」及び「国土交通省告示第 15 号 略算法」を用いて、工事費、設計料などを用

いて算出しています。 

※３ 改修費は、「建築着工統計（令和２年度 長野県 学校施設 建築主：市区町村）」、「産業連関表 H27 建築工事費投入調査集計

表（非木造_学校）」を用いて算出しています。 

【施設修繕費用】 

項目 案１ 案２ 案３ 案４ 

年間の 

施設修繕費※１ 
1 百万円 4 百万円 5 百万円 16 百万円 

10 年以内の大

規模な改修に 

係る費用※２ 

― 472 百万円 703 百万円 1,881 百万円 

※１ 年間に生じる修繕費を想定しています。なお、光熱水費などの運営に係るコストは含んでいません。 

※２ 改修の場合、10 年程で建替えを含む大規模な改修を必要とします。新築の場合、築 20～30 年で大規模な改修が想定されます。 
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８－２ 考えられる事業手法 

（１）事業手法の整理 

施設の整備・運営等については、官民連携（PPP：Public Private Partnership）の手法である指

定管理者制度や PFI（Private Finance Initiative：公共施設等の建設、維持管理、運営等を民間の

資金、経営能力及び技術的能力を活用して行う手法）の可能性も含めて幅広く研究を行っています。 

事業手法については今後さらに検討を進め、最適な事業方式を採用していきます。 

【事業手法を検討する上での視点】 

・学校利用を主体とすることから、利益収入を追求しすぎないよう留意する。 

・自然の中で子どもたちが自らの成長を促せるようなプログラムをつくり上げるとともに、学校

等の利用者の要望に柔軟に対応する必要がある。 

・建築条件等の順守や周辺環境との調和を十分に図る必要がある。 

・学校利用を最優先とするが、区民のリカレント（学び直し）教育や生涯学習、区内企業の研修、

区内在学者の合宿利用などを促し、利用率の向上を図る必要がある。 

区：千代田区 事：事業者  

考えられる手法 
期

間 
概要 

役割分担 

資金 

調達 

施設

整備 

施設

所有 

管理

運営 

公設公営 
指定

なし 

設計者を選定し、区と事業者と共に施

設設計を進めていく制度 
区 区 区 区 

指定管理者制度等 ５年 
建物の管理を民間に委ねることを原

則とする制度 
区 区 区 事 

DBO 方式 

7 

～ 

30 

年 

公共が資金調達を負担し、設計・建設、

運営を民間に委託する方式 
区 事 区 事 

PFI 

（民間の

資金、ノ

ウハウを

活用して

行う） 

BTO

方式 

事業者が施設を建設し、施設完成直後

に行政に所有権を移転した上で、事業

者が維持管理及び運営を行う方式 

事 事 区 事 

RO

方式 

事業者が施設を改修、管理・運営する

事業方式 
事 事 区 事 

BLO

方式 

事業者が建設した施設を、行政側が買

い取り、事業者にその施設をリース

し、事業者がその施設の運営を行う方

式 

事 

（区） 
事 

事 

事 ↓ 

区 

BOT

方式 

事業者が施設を建設、維持管理・運営

し、事業終了後に行政に施設所有権を

移転する方式 

事 事 

事 

事 ↓ 

区 
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（２）事業手法に対するヒアリング結果 

事業手法の具体の検討の参考とするため、官民連携に関する学識経験者や PFI 事業者にヒアリ

ングを行いました。 

初期投資が高額になることから、長期の事業契約が可能な事業手法について検討が必要です。 

 

 学識経験者 事業者 

建物について ・事業者から様々な提案を求めるに

は、全面改築してしまったほうが

よい。 

 

事業手法につ

いて 

・施設の立地から PFI事業者の参画

は見込めるだろう。 

・PFI手法を用いる場合、事業者が

決定してから竣工まで、２年程で

整備が可能である。 

・20年程度の長期契約の方が事業を検

討しやすい。 

・PFIの可能性については、独立採算

か、サービス購入費がどのくらいにな

るかによる。 

運営方法につ

いて 

・軽井沢町でも活用してもらった

り、逆に周辺の町営施設を利用さ

せてもらったりということについ

て軽井沢町と調整しておくと良

い。 

・一般利用の対象は在住区民だけで

なく、在勤・在学も含めたほうが

良いのではないか。 

・メレーズ軽井沢も含めて一体的に

運営を行うという方法もあるので

はないか。 

・文科系の部活動やサークル活動で

も利用する可能性があるのではな

いか。 

・冬季は集客の見込みを立てるのが難し

い。 

・キャンプ・グランピング施設の設置が

可能であれば、事業者が参入しやすい

のではないか。 

・会議室等があると、一般利用しやす

い。 

その他諸条件

について 

・建築制限等について、あらためて

軽井沢町等に確認する必要があ

る。 

・事業者の募集に当たり、利用計画

（学校利用での宿泊者数、学年、

時期、期間等の見込み）を示す必

要がある。 

・区がどの程度費用負担が可能か検

討する必要がある。 

・安定的な運営ができるよう、運営支援

が必要である。 

・一般利用を考えた場合、トイレ・洗面

所は部屋の中にもあったほうがよい。 

・一般利用を考えた場合、200人宿泊で

きると仮定すると、70台程度の駐車

場が必要である。 
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（３）ＶＦＭの試算 

今後、具体の事業方法を検討するに当たり、それぞれの手法による事業期間中のコストを考慮

する必要があります。そこで、従来型手法（公設公営・指定管理者制度等）、PFI 事業の VFM

（Value For Money：支払い(Money)に対して最も価値の高いサービス(Value)を供給する考え方）

を試算、比較します。 

試算に当たって、学識経験者、事業者へのヒアリング及び【運営手法を検討する上での視点】

を踏まえ、事業者が参画しやすく、かつ、区の意向が反映されやすいよう前提条件を精査しまし

た。 

前提条件 

① 共通の条件 

〇事業期間   ：20 年 

〇建物     ：解体の上、新築することとする。 

〇割引率    ：0.20％（10 年長期国債の応募者利回りの過去 10 年間の平均）） 

〇利用者料金収入：7,000 円/人 （VFM を算定するための想定額） 

〇想定利用者人数：31,500 人 

（青少年教育関係施設基礎調査 報告書(区平均 24.4％)とメレーズ軽井沢の稼

働率（18-28.8％）、周辺施設の稼働状況を基に、建て替えによる稼働率向上を見

込んで、40％程度と想定 225 人（定員数）×年間稼働日数（350 日）×客室稼

働率 40％）） 

事例 料金 稼働率 

ベルデ軽井沢（指定管理） 7,500 円/人（一般、３人部屋利用、2 食付） 42％（H30） 

中野区少年自然の家（指定管理） 4,800 円/人（一般、２食付き） 23.9％（H29） 

伊豆高原学園（PFI） 8,050 円/人（一般、洋室、通常食、2 食付） 53.6%（R 元） 

横浜市上郷・森の家（PFI） 7,100 円/人（一般、通常シーズン、2 食付） -（不明） 

② 従来型手法（直営・指定管理等）に係る前提条件 

〇整備等  ：約 18 億円（解体費含む） 

〇運営費用 ：約２億円／年 

〇償還方法 ：元利均等償還 

〇金利   ：0.3％（財政投融資資金貸付金利：令和３年度の平均値） 

③ＰＦＩ（BTO）事業に係る前提条件 

事業者が参画しやすいよう、サービス購入型とします。また、事業者の都市計画税などの固定費の

削減、区の意向を反映しやすいよう、区が建物を所有する BTOで検討します。 

〇コスト削減率 ：建設費削減率 10％ 維持管理費削減率：7％（類似事例等参考） 

〇調査等費用  ：10,200 万円（他自治体発注実績等によりアドバイザリー費 3,000 万円、モニ

タリング費 300 万円／年、設計・建設期間で 600 万円／年と想定） 

〇調達金利   ：2.22％（国債金利 20 年分の過去平均 1.42％ 想定+上乗せ金利 0.8％） 
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試算結果 

試算したところ、PFI 手法を用いた方が、VFM が確保されることが確認できました。 

なお、利用料金収入や稼働率は、地域住民や事業者の活用を促すといった取組を展開することで向上

が見込まれるため、事業者が柔軟な提案がしやすいよう、条件設定の検討が必要です。 

また、建設費や維持管理費の削減率については、物価高騰などの社会情勢の影響を受けるため、事業

者とのヒアリング等を行った上で、改めて VFM の試算を行う必要があります。 

 

（千円） 

項目 
従来型手法 

（PSC） 
PFI 手法 

支出 

初期投資 

（整備費・解体費） 
1,881,344 1,665,372 

維持管理・運営費※ 

（光熱水費・事業税等） 
4,256,905 4,335,650 

その他経費※ 

（モニタリング費用等） 
66,000 122,000 

資金調達 31,041 328,413 

収入※ 

（利用料金収入・補助金 等） 
4,410,000 4,917,963 

合計 

（支出－収入） 
1,825,290 1,533,472 

ａ 現在価値換算額 
① ② 

1,804,403 1,499,797 

ｂ PSC 削減額 

（ａ-①）－（ａ-②） 
- 304,606 

財政支出削減率(VFM) 

ｂ/（ａ-①） 

 16.9% 

   ※ 維持管理・運営費、その他経費、収入は事業期間である 20 年間の合計値となっています。 
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９．想定される今後のスケジュール 

建物を新築した場合の、基本構想の策定から建設まで想定されるスケジュールは以下のとおりで

す。 

軽井沢町は、寒冷な場所で、保養地という特性と様々な都市計画制限もあることから、建設に当た

っては、通常の施設の施工よりも期間がかかると思われます。 

事業手法決定以降、具体の施設整備においては、学校や保護者をはじめ関係機関から意見をいただ

きながら進めていきます。 

また、軽井沢少年自然の家のリニューアルに当たっては、ふさわしい施設名称について検討してい

きます。 

 

図 従来型手法の場合の想定スケジュール 

 令和４年度 令和５年度 令和６年度 令和７年度 令和８年度 令和９年度 

基本構想の作成 

事業手法の決定 

                        

軽井沢町等との調整                         

基本計画の策定                         

設計事業者の選定 
                        

基本設計                         

実施設計                         

建設事業者の選定                         

既存施設の解体                         

建設                         

 

図 PFI 手法の場合の想定スケジュール 

 令和４年度 令和５年度 令和６年度 令和７年度 令和８年度 令和９年度 

基本構想の作成 

事業手法の決定 

                        

軽井沢町等との調整                         

導入可能性調査                         

実施方針等の策定・公表

事業者の選定 

                        

契約の締結                         

基本設計・実施設計                         

既存施設の解体                         

建設                         

 

 

 



教育委員会行事予定表

月 日 曜 時刻 行　事　（事　業　名） 場所等 出席者等

3 14 火 10:00～ 教育委員会定例会　 教育委員会室 教育委員出席

3 15 水

3 16 木 10:00～ 幼稚園・こども園修了式 教育委員出席

3 17 金 10:00～ 中学校卒業式 教育委員出席

3 18 土

3 19 日

3 20 月

3 21 火

3 22 水 15:00～ 総合教育会議 6階特別会議室 教育委員出席

3 23 木

3 24 金 10:00～ 小学校卒業式 教育委員出席

3 25 土

3 26 日

3 27 月

3 28 火 15:00～ 教育委員会定例会　 教育委員会室 教育委員出席

3 29 水

3 30 木

3 31 金 13:00～ 東京都教育委員会職員表彰式　 教育委員会室 教育委員出席

13:30～ 退職校長感謝状贈呈式 教育委員会室 教育委員出席

14:00～ 教育委員会臨時会 教育委員会室 教育委員出席

4 1 土

4 2 日

4 3 月

4 4 火

1

Administrator
テキストボックス
  教 育 委 員 会 資 料
  令和５年３月14日
  子  ど  も  総  務  課



教育委員会行事予定表

月 日 曜 時刻 行　事　（事　業　名） 場所等 出席者等

4 5 水

4 6 木 10:30～ 小学校入学式 各小学校 教育委員出席

14:00～ 九段中等教育学校入学式 九段中等教育学校 教育委員出席

4 7 金 10:00～ 中学校入学式 各中学校 教育委員出席

4 8 土

4 9 日

4 10 月

4 11 火 15:00～ 教育委員会定例会 教育委員会室 教育委員出席

4 12 水

4 13 木

4 14 金

4 15 土 九段中等教育学校　開校記念日 九段中等教育学校

4 16 日

4 17 月 9:00～ 経営方針等説明会　◎ 教育委員会室 教育委員出席

14:00

4 18 火

4 19 水

4 20 木 9:00～ 経営方針等説明会　◎ 教育委員会室 教育委員出席

14:00

4 21 金 9:00～ 経営方針等説明会　◎ 教育委員会室 教育委員出席

14:00

4 22 土

4 23 日

4 24 月 9:00～ 経営方針等説明会　◎ 教育委員会室 教育委員出席

14:00

4 25 火 15:00～ 教育委員会定例会 教育委員会室 教育委員出席

4 26 水

2



部 課 長 会 資 料
令和５年３月14日
子 ど も 総 務 課

と　き 会場 主催者

開催日・開催期間 住所は区立施設以外のみ記入 区以外が主催のとき

1
児童・家庭
支援センター

ベビーシッター利用料を補助します

日常生活上の突発的な事情などにより一時的に保
育を必要とする保護者が対象です
東京都が指定するベビーシッター事業者を利用し
た際、その利用の一部を補助します
令和4年度分の申請は早めの申請を呼びかける

補助対象期間
令和5年4月1日～令和6年
3月31日

2
児童・家庭
支援センター

千代田区子育て支援員研修
子育てしやすい地域づくりのため、千代田区子育
て支援員研修を行う

5月19日～7月28日
あい・ぽーと麹町
(三番町7)

NPO法人
あい・ぽーとステーショ
ン

3 文化振興課
ちよだアートスクエア（アーツ千代田
3331）が一時閉館となります

老朽化による改修工事のため、ちよだアートスク
エアは一時閉館する

アーツ千代田 3331

4 文化振興課
翻訳者が語る世界文学への旅3
バンド・デシネで読み解くフランス文
学と文化

フランス語圏のマンガ「バンド・デシネ」を紹介
し、フランス文化を読み解く講座

4月20日（木）
19時00分～20時30分

日比谷図書文化館
（日比谷公園1-4）

日比谷図書文化館

5 文化振興課
千代田図書館
おはなし会

毎月開催している千代田図書館のおはなし会 4月9日11時～ 子ども室（区役所10階） 千代田図書館

6
生涯学習・
スポーツ課

すぽすたちよだクラブ　スタディ（文
化学習）プログラム

すぽすた会員でない方も参加できる講座を開催
①やさしい中国語会話入門
初心者の方を対象とした講座
②楽しい中国語会話入門
ネイティブと日本人の二人の講師が交代で開催す
る講座
③ハッピーハンドメイド
【母の日に送るアロマサシェ】
母の日に合わせたお花を入れたアロマワックスの
サシェを作る講座

①4月3日、5月1日、6月5
日いずれも月曜日、19時
00分～20時30分
②4月10日・24日、5月8
日・22日、6月12日・26
日いずれも月曜日19時00
分～20時30分
③4月20日（木）18時30
分～20時30分

①、②スポーツセンター
③九段生涯学習館

九段生涯学習館

7
生涯学習・
スポーツ課

外濠公園総合グラウンド利用制限の導
入について

施設の利用に際して、無断キャンセルおよび直前
キャンセルを行った利用者に対して一定期間の利
用制限を付与することを周知

「広報千代田」
3月20日号広報原稿一覧

子ども部、地域振興部（文化振興課、生涯学習・スポーツ課）　　13件

課 件　　　名
事　業　の　概　略
（体言止めで記入）



と　き 会場 主催者

開催日・開催期間 住所は区立施設以外のみ記入 区以外が主催のとき

課 件　　　名
事　業　の　概　略
（体言止めで記入）

8
生涯学習・
スポーツ課

卓球リーグ戦大会(前期)
区内在住・在勤・在学者で構成するチーム、千代
田区卓球連盟登録チームを対象とした卓球大会

5月14日（日）9時～ スポーツセンター 千代田区体育協会

9
生涯学習・
スポーツ課

ゴルフ初心者講習会
ビギナースキルアップ講習会

18歳以上の区内在住・在勤者（高校生を除く）を
対象としたゴルフ講習会

6月5日～8月7日の毎週月
曜（6/19と7/17を除く全
8回）18時30分～20時

スポーツセンター 千代田区体育協会

10
生涯学習・
スポーツ課

運動会必勝塾～走り方・かけっこ教室
～

幼児(4歳以上の未就学児)、小学生を対象とした走
り方・かけっこ教室

5月5日(金・祝)
①かけっこ教室9時10分
～10時
②走り方教室10時15分～
11時15分/11時30分～12
時30分

スポーツセンター スポーツセンター

11
生涯学習・
スポーツ課

小学生水泳教室 小学生を対象とした泳力別の水泳教室
5月6日～6月24日の毎週
土曜(全8回)10時20分～
11時20分

スポーツセンター スポーツセンター

12
生涯学習・
スポーツ課

親子水泳教室
3歳以上の未就学児(おむつが取れていること)と保
護者を対象とした水泳教室

5月6日～6月24日の毎週
土曜(全8回)9時10分～10
時

スポーツセンター スポーツセンター

13
生涯学習・
スポーツ課

神田さくら館プール一般開放時の水深
について

可動床の故障により、水深の調整に不具合が生じ
ているため、一般開放時の水深が固定されること
を周知する


